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講 座など 地域産業共同研究部門 

専門分野 ・産学連携 
・環境調和型工学 

その特徴
・産学連携による大学の地域貢献の仕組み 
・複眼的視点による環境調和型システム 

研究テーマ 

①『産学連携システム』 
 
②『廃木材の炭化処理』 
 
③『重金属の備蓄システム』

その特徴

①相互支援型組織，ネットワーク型組織によ

る，自立的な産学官＋民連携システムを構築

する． 
②廃木材を炭化し，各種吸着材に利用 
 
③廃棄物の複合処理による重金属の備蓄 

可能な共同研 
究・地域連携

・テーマ・項目：産学連携，環境調和型プロセス 
・要望事項： 

可能な科学技術

相談
・項目：産学連携，廃棄物利用 

キーワード 産学連携，廃棄物，重金属，環境調和型プロセス 
 
＊ 研究のポイント
 

１．産学官＋民連携システムの試み 
 

これからの新しい社会を作っていく上で，

社会（地域）の人々のために，何ができるか

を，大学，企業，行政，市民が一緒になって

考え，持ち寄り（相互支援）することで解決

していく事が必要である． 
大学が社会貢献をするためには，大学が中

心となって，このためのプラットホーム（仕

組み）を整備し，かつ，実行することで，産

学連携による大学の社会貢献を目指す． 
右図のシステムを提案し構築していくと共

に，実践により成功事例を増やすことを当面

の目標にしている． 

１）メンターズサロン（仮称）
　・自由な発想で課題解決の糸口を見つける
　・問題⇒課題設定への窓口
　・メンター（支援の専門家）集団
　　（アイデア，知恵，経験の持ち寄りの場）

３）法律相談（法科大学院）
　・問題の抽出の窓口
　・法律家の専門家集団
　・課題解決に伴う立法
　　　　⇒新しい法体系の実験

２）島根地域課題解決学会（仮称）

　・解決の実行の場
　・解決チーム作り
　・専門家集団，リソースバンク（資金以外）
　・解決の評価
　・解決のための知識，経験のナレッジマネージメント（体系化）

４）島根県民ファンド（仮称）
・地域の応援団（資金）

・解決Pjが事業化する時の資金調達元
・顔の見える支援　⇒　地域改革の原動力（地域の住民が改革を意識）

事業化
・コミュニティービジネス
・ベンチャービジネス
・新規事業　　など

より良い社会へ
・問題解決
・新しい社会システム

地域の問題

（産）　企業人 （官）　行政スタッフ（学）大学，高専など教官，学生 （民）　地域の住民

 

２．廃木材を原料とした吸着用木炭の製造 
 

 各種の吸着材として利用できる木炭の製造

プロセスの開発と木炭の利用技術の研究を行

っている． 
 ①廃木材を原料とすることで，有効利用の

促進と低コスト化を実現． 
 ②炭化＋賦活を１段階のプロセスで行い，

製造プロセスの簡略化を実現． 
 
 吸着材として，吸放湿材（湿分），ガス吸着

材（臭い），水質浄化剤などへの適用を目指す．

廃木材
埋め立て
焼却

環境汚染（重金属）
高コスト
埋め立て地の不足

ヤシ殻
など 炭化 賦活

活性炭
吸着材

高コスト

廃木材処理

吸着材の製造

廃木材
高制御性
炭化技術

吸着材
（高機能性
炭化物）

・廃木材の利用
・低コスト
　環境浄化剤
・炭化プラント

分別技術 炭化技術

排ガス改質技術
（省エネルギー化）重金属含有木材

の利用技術

原料

重金属含有木材

研究開発する技術

新産業の創出

廃木材
高制御性
炭化技術

吸着材
（高機能性
炭化物）

・廃木材の利用
・低コスト
　環境浄化剤
・炭化プラント

分別技術 炭化技術

排ガス改質技術
（省エネルギー化）重金属含有木材

の利用技術

原料

重金属含有木材

研究開発する技術

新産業の創出
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